神宮ガイドブック富神版の作り方
※準備する物
· リングを二つ
※作り方
一、
ガイドブックを印刷する
二、
印刷したものを黒線の部分で山折りにする
三、
右側に案内図、左側に文章がくるようにする
四、
右端に穴をあけてリングを付けて完成です
ワードで作ってありますので自分で説明文の過不足を調整出来ます
また、大きさをB5の半分にしてありますが大きくする事も出来ます
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　　　　　　　　　　印刷したものを　　　　　　　　　　半分に
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　右端に穴をあけて
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　　　　　　　　　　リングなどで留めれば完成です

（ここを表紙とする）
神宮ガイドブック富神版
外宮編
では、まず外宮をお参りいたします。
正式には豊受大神宮（とようけだいじんぐう）と称し、豊受大御神（とようけのおおみかみ）を御祭神とし、第二一代雄略天皇二二（四七八）年に鎮座されたと伝えられています。
豊受大御神は衣食住の恩恵をお与えくださり、延いては産業の守護神と崇められています。今から約一五〇〇年前に丹波国から天照大御神の御食事をつかさどる御饌都神（みけつかみ）としてお迎え申し上げました。
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表参道・裏参道」
・外宮には、参道入り口が二つある
・昔は現在の北御門参道が御正宮に近いので主な入り口であった
「第一鳥居口御橋」
・火除橋とも言う
・防火のために造った堀川に架けられている
「清盛楠」
・平清盛が勅使（天皇陛下のお使い）として参向したとき、冠にさわった西側の枝を切らせたという伝説によるもの
・高さ十メートルほどで直径三メートルほど
・約一〇〇〇年ここで参拝者を見守ってきました
「勾玉池」
・勾玉の形に似ているから勾玉池
・舞楽舞台があり中秋の名月の宵には、管弦や舞楽が行われる
「手水舎」
・手水の作法の説明
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「外宮斎館」
・祭典の時に、祭主、大宮司、少宮司をはじめ全神職が祭典の前夜または前前夜からここに参篭するところ
・また、勅使参向の場合も参篭する
・斎館には三つの玄関があり勅使、祭主、祭員用とあり身分により分けられている
・斎館には行在所があり天皇陛下、皇族方が御参拝になられる時にお入りになり参拝服に整えられる
「祓所」
・奉幣のお祭りの時、幣帛や勅使の修祓を行うところ
・鳥居の左に大小宮司、禰宜　右に勅使の方が並ばれてお祓いを受けられる
・皇族方も御参拝の際には、ここでお車から降りられ、お祓いを受けられる
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「外宮神楽殿」
・ここでは、御神楽の奉奏、御饌（お供えもの）をしての御祈祷を行うところ
・隣接の授与所では、豊受大神宮と域内の別宮のお神札、お守や暦などを受けられる
・以前は、神楽殿は内宮にしかなかったが外宮の神様が衣食住の恩恵をお与えくださり、延いては産業の守護神と崇められることからこちらにも神楽殿を開殿された
・現在の建物は、平成十二年十二月に新しくされたもの
「四至神」（みやのめぐりのかみ）
・外宮の四囲（しい）をお守りになっている神様
・外宮の所管社で、お祭りの時には、この神様にも大御饌や幣帛がお供えされる
「九丈殿」
・外宮の摂社、末社、所管社の遥祀（ようし）が行われます
「五丈殿」
・雨天時の修祓に使用される
・遷宮諸祭の饗膳（きょうぜん）儀式としての祝宴などを行うところ
「大庭」（おおば）
・昔は、奉幣のお祭り時に玉串行事が行われていたが、現在では御正宮御垣内の中重で行われるようになった
・遷宮祭の時の玉串行事は、古式のままここで行われる
・遷御の翌日行われる奉幣の幣帛読合（へいはくとくごう）と言う幣帛の点検儀式は、ここで行う
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「外宮御正宮」
・相殿神として御伴神を東に一座、西に二坐おまつりしている
・一般に言われている外宮とは、皇大神宮（内宮）の内つ宮（うちつみや）に対し外つ宮（とつみや）の意味
・外宮は「げぐう」と濁りますが内宮は「ないくう」と濁らない
（御正殿の説明）
・最も外側の垣を板垣といい、入り口が板垣南御門と言う
・純白の絹の御帳が垂れているところが外玉垣南御門で夜明けから日暮れまで開かれていて、この御門の前が一般の参拝所となっている
・御正殿、東宝殿、西宝殿を囲む四重の御垣を内から外へ、瑞垣、内玉垣、外玉垣、板垣といいます。
・一番奥の瑞垣の内を内院といい、もっとも清浄な聖域
・南側の外玉垣と内玉垣との間を中重といい、その中央に中重鳥居が立っている
・鳥居の左右にお祭りの時に祭員が着座するところ
・右側に勅使、随員、左側に祭主、大宮司、少宮司、禰宜が座る
・特別参拝の時神社の宮司は、この鳥居のとこまで進んで参拝する事が出来、皇族方や首相は、先の内玉垣南御門のところで参拝される
・御正殿は、茅葺でその棟に鰹木九本が並び、お屋根の東西のはしに外削ぎ（先端を垂直に切る）の千木がそびえ立っている
・ヒノキの素木造りで掘立式（柱の本を直接、地中に埋めて建てる方法）という純日本風の建築様式で、これを唯一神明造りと言う
・御正殿の前方には、東、西の宝殿があり、お祭りの時奉られた幣帛や古神宝などが奉納されたものを納めておく倉がある
・中重鳥居の東側にある茅葺の建物は、四丈殿といって奉幣のお祭りのときに幣帛点検の儀式や雨天時にお祭りを行いう建物
・板垣の南北両御門内には、宿衛屋があり神職が日中はもちろん夜通し交代で大御神のお近くにお仕えしている
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「多賀宮遥拝所」
・外宮第一別宮である多賀宮を遥拝するところ
「川原祓所」
・遷宮諸祭のうち、鎮地祭また遷御前日の御装束神宝並びに奉仕員のお祓い、後鎮祭のお祓いがここで行われる
・川原と言うのは、昔は宮川の支流がここを流れていたからであるからで地震などで埋まって、三つの池となってしまいましたが今でも川原と言っている
・三つ石は、ここに榊を立て神籬（神が宿るところ）にするところで目印
・近年パワースポットとしてこの三つ石が取り上げられることが多いがパワースポットとするなら神宮神域全体がパワースポットである
「亀石」
・一枚の大石の橋
・大石が亀に似ていることから亀石と呼んでいる
・大石は、昔、高倉山の頂上にある古墳の入り口の岩を持ってきて、ここに架けられたと伝えられている
・また、神話の天の岩との話に出てきた大岩とも言われている
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「多賀宮」
・外宮第一別宮
・豊受大御神の荒御魂をお祭りしている
・石段を九八段登った高い丘の上にあるので高宮とも言う
・御正宮にお祭りされておりますのが豊受大御神の和御魂で、和御魂には、感謝の真心を申し上げ、荒御魂には、祈願を申し上げる
・和御霊は、お母さんのような存在で守ってくれる神様、荒御霊は、お父さんのような存在で叱咤激励する神様のような感じ
・他の別宮は、勅使が参向されることが無いのですがこちらだけは、勅使が参向される
「土宮」
・御祭神は大土御祖神（おおつちみおやのかみ）をお祭りしている
・古くから、別宮神域の地主の神で山田原の鎮守の神として崇められてきた
・他の別宮はすべて南向きに建てられていますが土宮だけは東を向いている
・このことが朝廷でも問題になり南向きに建て替える検討がされ御卜（「みうら」占い）が行われたが結局古くからの通り東向きのままになった
・明治時代の遷宮の際にも検討されましたが、明治天皇の命により変える事無く現在に至っている
・平安末期には、宮川の氾濫を治める堤防の守護神として崇められて別宮に昇格した
・当時は、治水技術が発達しておらず民衆にとって宮川治水は最大の関心事であり、神様の守護を司る土宮に対する祈りは切なるものであった
「風宮」
・御祭神は風の神様で級長津彦命（しなつひこのみこと）級長戸辺命（しなとべのみこと）
・農業に深い関係のある風と雨の神様で農作物が順調に育つようにと古くから崇められてきた
・鎌倉時代の元寇の際には、内宮の風日祈宮とともに、神風を吹かせて蒙古を退けた神様と伝えられている
・それ以前は社格が摂社であったがこのことにより別宮に昇格した
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「御饌殿」
・御正宮の板垣の内、東北の隅にある井楼組茅葺（せいろうぐみかやぶき）という、古代の高床の建築様式の穀物倉があり、御饌殿と言い内宮にはなく外宮だけにある建物
・豊受大御神が御饌都神（食物の神）であることから、毎日朝夕二度、天照大御神をはじめ豊受大御神、各相殿神、各別宮の神々に大御饌がたてまつられる
・このお祭りを日別朝夕大御饌祭と言う
・神宮での朝夕のお供え物は、調理した物をだしているこれを熟饌と言う
・お米は、炊くのでなく蒸したものをお供えしている
・朝は、葉物をお供えし夕は根菜をお供えする朝菜夕根と言う
・基本は季節の旬の物をお供えする
・古くから日本にあった野菜や果物のみをお供えしている
・神宮には、御園、神田などがあり自給自足で神々に諸祭典のお供え物を準備している
「忌火屋殿」
・御火鑚具（みひきりぐ）を使用しおこした火で神々にお供えするお米を炊きます
「御酒殿」（みさかどの）
・御酒殿神（みさかどののかみ）をおまつりする外宮所管社の一つ
・昔はここで神酒を造っていたが、今日では、六月、十二月の月次祭、十月の神嘗祭にお供えする白酒（どぶろくのようなもの）と黒酒（サクギと言う木の灰を白酒にまぜる）、レイ酒（一夜酒）、清酒をこの御殿に奉納したのちお祭りにお供えしている
「御厩」
・皇室から牽進された神馬が飼育されている厩
・神馬は、毎月一のつく日に紫地に白くぬいた菊花紋章の馬衣をつけて神前に見参している
・神馬は、皇室の公式行事等で活躍した馬が第二の人生をこの神宮ですごしている
「北御門参道」
・昔は、こちらが主入口として使われていた
・こちらの方が御正宮に近いから
